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長野県穂高町におけるわさび生産の展開

山　本　　　充

I　はじめに

　わさびは，日本の中央高地原産のアブラナ科に属

する常緑の多年生草本である。『倭名類聚抄』

（931－938年刊）に「山葵　補益食也」との記述があり，

この時代に既にわさびが食を促す香辛科として利用

されていたことがわかる1）。当時は渓流に自生する

天然わさびを採取利用していた。このわさびが最初

に栽培化されたのは，江戸時代初期，静岡県安倍郡

大河内村有東木（現静岡市）であるといわれる。また，

伊豆の天城山申においても，1700年代中期には，有

東木の影響を受けて栽培が始まり，江戸時代中期以

降には商品化され，江戸への出荷がみられた2）。以

後，静岡県は，伊豆天城を中心としてわさびの一大

産地となっている。

　一方，長野県穂高地方は，静岡よりも遅れて，明

治初期にわさびの栽培化がなされた。現在，鳥川扇

状地の豊富な伏流水を利用し，静嗣とならぶわさび

産地を形成している。’静岡，長野とともに，島根県

を中心とする申国山地が産地として知られているほ

か，多摩川上流の奥多摩地方など，わさび栽培は，

規模はそれぞれ小さいながらも，全国に分布してい

る。

　筆者らは既に，わさびの全国的な分布を市町村別

データによって検討した3）。その結果，天然わさび

の採取地域はブナ帯と一致し，わさびはブナ帯の指

標作物と考えられること，そして，わさび栽培地域

はブナ帯の範囲を超えるものの，わさび田の周囲の

気象条件が人為的に改善され，ブナ帯の環境が創出

されていることが明らかとなった。一方，個々の生

産地域における近年の栽培の実態は，充分把握され

ているとはいえない4）。そこで本報告では，わさび

の一大生産地のひとつである長野県穂高町を対象と

して，わさび栽培の発展過程と存在形態を考察し，

同時に，それらの特性を派生させた穂高町の地域性

を明らかにすることを目的とする。

　穂高町は南安曇郡の最北部に位置し，町の西部3

分の2は日本アルプス国立公園に属する山地で，東

部3分の1が，アルプスより流れた鳥川，申房川等

で形成された複合扇11犬地から成っている。特に東部

一帯は，高瀬」■1，梓川等が合流することにみられる

ように，松本盆地の最低部であり，扇状地の扇端部

にあたる湧水帯をなしている。この豊富な湧水を利

用して，穂高町では豊科町，明科町とともに，わさ

び栽培が行われている。なかでも穂高町が最高の生

産量を誇り，ユ980年の時点で，生産農家130戸，栽

培面積53ha，生産量1270t，生産額6億5千万円

を数える。

皿　穂萬町におけるわさび栽堵の発展

　皿一1わさび生産量の推移

　明治中期頃まで，穂高町南穂高から等々力にかけ

ての一帯は，梨畑が広く分布し，県下でも有数の梨

の産地であった。一帯は鳥川扇状地の湧水帯にあた

り，地下水面が高く病虫害が多発したので，樹間に

堀り割りが造られ排水が図られた5）。明治初期，日

本アルプスの渓流に自生するわさびを，この排水溝

に移植したのが栽培の始まりといわれる6）。当初は

自家用として使われたのみであったが，次第に善光

寺街道で長野へ，千国街道で直江津方面へ行商され

るようになった。1905年（明治38）の篠ノ井線の開通，

19！0年（明治43）の申央線の全通で，東京・名古屋市

場への出荷が可能となり，販路の拡大，わさび生産

の増大がみられた。しかし，大正初期までわさびは，

あくまでも農家の副産物としての地位しかもってお

らず，また，東京等の市場においても，伊豆天城産
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のわさびが，大きなシェアを誇っていた。ところが，

この伊豆天城は，1915年（大正4），台風災害と病虫

害の発生によって，市場へのわさび出荷量を減少さ

せた。この時期は経済好況期でもあったので，穂高

わさびの生産量，出荷量が増大した。梨畑の排水溝

が拡幅されてわさび困が造成され，梨の木は伐りと

られるようになった。また，価格がよかったので，

水日ヨさえもわさび田に転換したのである。この生産

量の増大は，わさび間屋，仲買人を派生させた。生

食用の芋わさびの出荷が増大する一方で，これまで

ほとんど捨てられていた残余の小芋・茎・葉は，わ

さび漬へ加工されるようになった8）。

　穂高わさびが市場において認められ，生産拡大の

契機となったのが，1923年（大正12）の関東大震災で

あった9）。この時，畳石式10）で造られた伊豆天城の

わさび田は，壊滅に近い被害を受け，また，東海道

線の不通により，静岡から東京市場への入荷が不可

能となった。その結果，穂高わさびの東京市場での

値段はそれまでの倍以上に高騰した11）。場違いと

されていた穂高産のわさびは，これを機に，市場に

おいて一定の評価を受けるようになったのである
12）。
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　第二次大戦中に生産量は滅少したものの，戦後，

除々に生産は回復していった。第1図にユ955年以降

のわさび生産量の推移を示している。1960年まで生

産量は伸びているが，1961年より激減していること

がみてとれる。これは，連作障害によりウィルス病

が慢延したためである，また，烏川扇状地上での開

田用深井戸の開削，工場進出，世帯数増加に伴い，

湧水量が減少して水温の上昇を招き，腐敗病が生じ

たことにもよっている。同じ頃（1959年），伊勢湾台

風により穂高川が氾濫し，等々力地区のわさび田の

ほとんどが流出してしまった。農林中央金庫より融

資を受けて復興したものの，前述のように生産量が

あがらず，栽培農家は復興資金の返済が困難な状況

となった。そして，わさび栽培に見切りをつけ，わ

さび田を養魚場にして養鱒業に転向するものや，再

び水田に埋め直すものもあらわれた。収量回復のた

め，残存の栽培農家は，実生育苗，伊那地方からの

わさび苗の導入，寒冷紗による遮光栽培等の対策を

施し，ある程度の効果をあげた。

　現在わさびの生産量はほほ横ばいである。これは，

わさび田の新規造成が，排水路の確保が困難なこと，

造成に多額の費用がψ要であることから，抑制され

ているためである。また，市街化の進展，工場の進

出に伴って，水利用，土地利用の面で競合が生じて

いる点も見逃せない。特に，湧水量が減少している

ことが大きな問題となっている。

　一方，養鱒業も，開発適地は既に養魚場にされ，

現在では生産量は横ばいである。1980年時点で，業

者数は20，生産量3000t，生産額は12億6千万円に

のぼる。

1955　　　　　　　　　　　　　　　玉965　　　　　　　　　　　　　　　1975

第1図　穂高町におけるわさびならびに鱒の生産量

　　　の推移（わさび実態調査報告，南安曇地方

　　　事務所資料による。ただし，わさびは豊科

　　　町分も含む。また，ますは1970年以降のみ

　　　を示している。）

王983年

　皿一2　わさび囲の分布と栽培法

　わさびは，清例で流れのある水を好み，適温は年

間を通じてユ2～15℃である。夏季の冷涼な気候（生

育温度8～20℃）を好み，また，直射臼光を嫌う。従っ

てその生育地は限定されており，季節的な気温，水

温，そして水量の変動の少ない，広い面積の森林で

おおわれている渓谷が適している13）。そして筆者

らが指摘したように，ブナ帯の指標作物として考え

ることができよう川。穂高周辺はブナ帯の限界地

帯に相当するが，豊富な伏流水を有するという特徴

的な自然条件と，人為的な環境改変とによって，ブ

ナ帯的な気候を創出していると思われる。以下で，
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穂高周辺におけるわさび田の分布とその自然条件，

そして，適当な環境を創り出すために工夫の凝らさ

れた栽培法についてみてみよう。

　穂高町周辺においてわさび田は，穂高市街の東部，

標高530mの等高線と高瀬川，梓川に囲まれた区域

に集中している（第2図）。なかでも，穂高川に沿う

穂高町等々力，万水川に沿う豊科町重柳，そしてそ

の下流部の大王わさび農場15）が栽培の中心である。

このあたり一帯は烏川扇状地の末端であり，また，

松本盆地の最低部にあたる。したがって地下水面が

浅く，青木花見，矢原，中曽根などの地名から推察

されるように，以前は湿地帯を形成していたと考え

らる。

　この地域では，地表から1～2m程度掘り下げる

と地下水面に達するので，わさび田はそこで湧出し

てくる地下水を利用する。地下水は豊富であり，ま

た水温は年間を通じて！0～15℃で，わさびの生育に

は適している。蓄積量の大きな森林は周囲に存在し

ないが，わさび田造成の際，掘り上げられた土砂で

築かれた小丘が，ポプラやアカシヤの林をなして，

わさび田の周囲を取り囲んでいる。さらに夏の間は

寒冷紗を用いて直射日光を妨げ，気温の上昇が防が

れている。こうした穂高におけるわさび田は一般に

平地式と呼ばれる。
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第2図　穂高町周辺におけるわさび田の分布（5千

　　　分のヱの穂高I町図および1983年6月の現地

　　　調査による）

　平地式のわさび田造成における第1条件は排水路

の落差がとれることであ糺排水が可能か，充分な

湧水量が得られるか，両者のバランスで掘り下げる

深さが決定される。掘り下げの後，「洗」といって

深さ30～60c㎜位の砂礫を上流から順に掘り返し，

泥・沈殿物を洗い流す。また，大きな石を用いて，

周辺から降雨の際に雨水が流れ込まないように石垣

を築く（護岸）。次に排水が円滑になるように，全面

にわたり地ならしをする（整地）。そして「畦立」を

行う。梓川水系にみられる石作りの場合は33c㎜，

穂高川水系にみられる砂作りの場合は66cmの畦が

標準である。排水路となる畦間は26cm程度が標準
である］6）。

　苗の植付は9月下旬から3月上旬頃になされる。

品種としては，伊豆より下高井郡へ移入され，さら

に穂高に導入された青茎系高井種が主であったが，

連作障害が顕著となってきたので，近年は，伊那地

方より実生苗および実生1年後の苗の導入が行われ

ている。植付後は，アオミドロ，雑草の除去，水深

の保持などの管理が必要である。収穫の時期は一定

しておらず，わさびの成育の状況と市況，植付時期

によって決定される。一般的に，石作りでは栽培期

聞が12ケ月前後であり9月頃から翌年3月までが，

砂作りでは栽培期聞が18ケ月から20ケ月であり4月

から8月頃までが収穫期となる17）。収穫されたわ

さびは生食用の芋わさびと，加工用（わさび漬用）の

小芋・茎・葉とに分けられる。穂高では生産量のう

ち生食用が2割，加工用が8割を占めている。販売

方法として，わさび田の生育状況をみて，そのまま

業者に販売する「見切り売り（ミキリ）」と，栽培農

家が掘り取り，選別して販売する「調整売り（カン

カン）」とがある。労力不足により，1975年頃で，

砂作りの約80％，石作りの約30％が見切り売りの方

法をとっていた。このことは，第1表にみられるよ

うに，わさび栽培農家の経営規模が極めて小さく，

わさび栽培が，水稲作，あるいは農外就業の副業と

して行われていることを示している。近年，農外就

労の増大により，ますます見切り売りの割合が増し

ている。

　1980年の時点で，生わさびの46％が名古屋市場へ，

34％が東京市場へ送られた。鮮度を保つため収穫し

たその日に荷造りをし，翌朝の市場で取引ができる

ようにする。加工用は静岡へ40％，東京へ15％が出
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第1表穂高町における規模別わさび栽培農家数

　　　（山葵組合資料による。！984年）

荷され，県内では35％が消費されているユ8）。同年，

穂高町には31の加工業者が存在し，そのうち，家族

労働者のみが11，従業員数2人以下が8，3人から

5人が6，6人以上が6であり，家族労働を主とし

た小規模な経営が行われている。

　次に，実際にわさび栽培がどのような形態で行わ

れ，各戸の経営上どのような位置を占めているのか，

等々力を例にみてみよう。

皿　等均カにおけるわさび生産の存立形態

　皿一1馨々力周辺の土地利用

　第3図に等々力周辺の土地利用を示した。等々力

．は穂高市街東部に位置し，市街化の進んでいる等々

力町区と，農村的景観を残存させている等々力区と

からなっている。わさび田は，等々力区，なかでも

穂高川に沿う地帯に集中している。わさび田は小さ

な紡垂状をなして分散し，その長軸は穂高川と平行

している。さらにわさび田は，低い丘をなした林地

に取り囲まれている。この丘は，わさび田造成の際

に除去された土砂でできており，通常，わさび田の

面積1に対して丘の面積は2の割合で形成される。

こうして，林闘にわさび田カ漁々と分散立地する特

異な景観が生じている。一方，養魚場が，わさび田

と平行して存在する。これらはほぼ全てが，わさび

田から転換されたものである。湧水はまずわさび田

で利用され，その後養魚場で再利用される。養鱒に

おいても，わさび栽培と同様，冷水が不可欠であり，

水確保をめぐってわさび栽培家と養鱒家との間で衝

D穂

鰯養魚場

□荒地

團林地

ふ河川

　　　　　　亀

1、　　㌧…三誉
等11

　　　　　　　　　　　　　　Q　　　　　　区

　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　吻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万3I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水

第3図 等々力周辺の土地利用（ユ983年6月の現地調査による）
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突が生じているところもある。水確保とともに，排

水路の確保もまた平地式のわさび田においては重要

である。図にみられるように，穂高川に平行して，

排水路となる河川が何列も走っている。1959年の伊

勢湾台風による楳害の後，整理統合されたものの，

排水を図るために，長大な排水路の保持を余儀なく

されている。

世 わ そ 家 水 養 わさび

帯 さ の
び 他 族 稲 卸店

わさび田経営面積
番 従 就 仲

貿舗
a

号 專 業 数 作 鱒 20 40 60 80 10
1 1 2
2 15 わさび栽培

3 2 ○

4 25 ○

5 1「 ○

6 2 3 ○

7 「 5 ○

8 2 7 ○

9 2 2 ○ わさび栽培

10 15 ○ 手

1
1 114 ○ 水稲

12 218 ○

13 「5 ○

14 125 ○

15 15 ○

16 11 ○

17 35 ○

18 1 2 ○

19 1 12 ○

20 2 2 ○

21 1 7 ○○
22 1 6 O○ わさび栽培

23 2 3 ○○ 十

24 4 4 ○○ 養鱒

25 2 4 ○OO
26 3 5 ○

27 4 ○ ○

28 15 ○

29 114 ○

30 2 2 ○
わさび卸・仲買

31 224 ○

32 4 6 ○ ○

33 2 4 ○

脳 3 4 ○ ○O
35 4 6 ○O
36 4 6 ○○

わさび卸・仲買

4 7 ○○
十

37

38 1 5 ○○
店舗

39 2 3 ○○

　r2等々カにおけるわさび生産の類型

　次にこの等々力におけるわさび生産がどのような

形態で行われているのかみてみよう。第4図および

第5図に，それぞれ等々力区，等々力町区のわさび

生産家の類型を示した。これによると，わさび生産

家は，わさび栽培のみを行う農家，水稲作にわさび

栽培を加えた農家，わさび栽培に養鱒を加えた農家，

栽培の有無にかかわらずわさびの卸・伸買に従事す

る世帯，卸・仲買に加えて，わさび漬への加工を行

い，店舗を持ち小売を行う世帯に分類でき糺以下

で，それぞれの類型について栽培の実態を明らかに

する。

a）わさび栽培

　わさび栽培のみを行う農家は，両地区合わせてわ

ずかに4戸のみである。これらの農家は1戸を除き，

世 わ そ 家 水 養 わさび

帯 さ の

番
び 他 族 稲 卸店 わさび田経営面穣
従 就 仲

号 事 業 数 作 鱒 賢舗 20 40 60 80
　a1O

1 2
2 25 わさび栽培

3 16 ○

4 2 5 ○

5 1 4 ○

6 16 ○

7 2 2 ○ わさび栽培

8 2 5 ○ 十

9 2 2 ○ 水稲

10 1 2 ○

11 12 ○

12 16 ○

13 13 ○

14 24 ○ 1＝1＝

15 2 O わさび栽培ヰ養鱒

16 4 5 ○ わさび卸。仲買

17 2 2 ○○1l111l1 1l11：l111爬鼻1

18 4 7 ○○1l111l1

19 1 1 ○○1l111l1

20 3 4 ○○1l111l1

21 3 4 ○○
22 3 6 ○○ わさび卸。仲買

23 213 ○○
中

213 ○○
店舗

24

25 4 6 ○○
26 2 5 ○○
27 2 2 O○

第4図 等々力区におけるわさび生産家の類型（山

葵組合資料，穂高町役場資料，聞き取りに

よる）

第5図　等々力町区におけるわさび生産家の類型

　　　（山葵組合資料，穂高町役場資料，聞き取

　　　りによる）
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見切り売りを行っており，わさび栽培にのみ依拠す

る専業農家とはいえず，農外就業の副業として栽培

が行われているにすぎない。

b）わさび栽培十水稲

　この類型は，両区あわせて全体の約半数を占める。

元来，わさび栽培は水稲作の副業として始められた

ものであり，穂高におけるわさび栽培の原型ともい

える。ただ現在においては，水稲作に加え農外就業

への依存度が高まり，わさび栽培の比重は低下して

いる。したがって，労力の必要な収穫を省く見切り

売りや，わさび田の貸与がみられる19）。

　等々力区のA家（第4図14）は，世帯主（60歳代）

と妻（60歳代），息子夫婦に孫の5人家族である。息

子夫婦は社宅に入り，共働きをしており，農作業に

は世帯主が従事している。わさび田10a，水田1．5

ha，畑！0aを所有しているが，わさび栽培は，植

付と除草などの管理のみを行っている。すなわち，

育苗は伊那谷の業者に委託しており，3月から4月

にかけて播種されたものを10月頃に植付ける。また

収穫も以前は自家労働で行っていたが，現在では見

切り売りをしている。収穫は翌々年の5月から6月

にかけて行われる。一方，水稲作の作業のうち，田

植は5月ユ日～ユO日で，稲刈は10月初め～15日頃で

あり，わさび栽培と労働面で競合する。見切り売り

という形態は，この点からも説明することができよ

う。

C）わさび栽培十養鱒

　わさび栽培に養鱒を組み合わせた農家は，等々力

区に集申している。ほぼ全てが王960年代，わさびの

収量が減少したことを契機に，わさび田を養魚場に

転換したものである。

　B家（第4図24）も1966年から1968年にかけて，10

aの養魚場を造成した。現在これに加え，わさび田

42a，水田50aを所有している。第6図にこのB家

の土地利用を示した。母屋の周辺に水田，畑を宥し，

背後にわさび田を持っている。わさび田の下流部に

養魚池があり，わさび田に湧出した水はポンプでこ

の養魚池に送り込まれる。世帯主（50歳代），妻（40

歳代），長男（20歳代），祖母の4人家族で，農外就

業はなく，専業である。忙しい時を除いてわさび田

の管理には女性があたり，養鱒には男性があたる。

この農家では，わさび栽培家には珍しく，農業近代

化資金の補助を受け各種機械を導入している20）。

㌻一
ト

O　　　　1OOm

L」

　　　鰯騒

第6図　等々力区B家の土地利用（198雀年5月の現

　　　地調査による）

その結果，掘り取り後の砂礫洗條，客土，整地作業

が省力化されている。しかしながら，掘り取りは見

切り売りの場合が多く，慣習的に，等々力町区の伸

買人2人と取り引きをしている。

d）わさび卸・仲買

この類型は等々力区に集中し，等々力町区では次に

述べる店舗を併設する型が卓越する。この型は，穂

高町におけるわさびの生産量が増大するとともに生

じてきた。自家栽培の，ないしは他の栽培家から見

切り売り，調整売りで購入したわさびを，生食用，

加工用に選別し出荷する。加工用は塩漬して出荷さ

れることもあり，この過程を一次加工と呼び，わさ

び漬への加工（二次加工）と区別される。自家労働に

依存しており，繁忙期に若干の臨時雇用がなされる

小規模な経営体がほとんどである。

　C家（第5図16）は，世帯主（30歳代），妻，父，母，

子の5人家族で，わさび生産には主として，世帯主，

父，母が従事する。忙しい時期には妻も従事するほ

か，ユ2月下旬から3月頃までの収穫，植付時には臨

時に4人を雇う。また普段の水管理，除草にも1人

雇用している。40aを自家栽培しているほか，慣習

的に，穂高町および豊科町重柳地区のわさび栽培農

家12，3軒から仲買いをする州。

　掘り取られたわさびは，玄聞に続く板間でナイフ
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を使って芋，茎，葉に選別される。生食用となる芋

は，山葵組合を通して名古屋市場へ出荷する。生食

用とならない小さな芋は，地元の加工業者へ加工販

売用として売却される。さらに，小芋，茎は契約し

ている東京の漬物業者に，葉は，夏期には捨てられ

るものの，原料の不足する冬期には漬物用としてや

はり業者に売却される。

e）わさび卸・伸買十店舗

　前述の卸・仲買に加えて，わさびを加工してわさ

び漬とし小売する型は，等々力町区および等々力区

のうち市街に隣接した地域に多くみられる。店舗は，

駅前，主要道路沿い，そして観光コースに組み込ま

れている大王わさび農場への連絡道路沿いに集中し

ており，主として観光客を対象としていることがわ

かる。すなわち，小売店舗の開設は穂高町における

観光化と密接な関係を持っている22）。これらの店

舗は，年商1億円を超え松本や長野にも店舗を有す

る大規模な4軒を除いては，家族労働に若干の雇用

人を加えた小規模で専業的な経営形態を示してい

る。

　D家（第5図25）は終戦後に小売を始めたという古

くからの店舗であるが，売上高が増加しだしたのは，

1970年以降であり，観光客の増加に対応している。

自宅の他，駅前と国道147号線沿いとに計3店舗所

有している。世帯主，妻，父，母，祖母，子2人の

6人家族で，祖母と子2人を除く4人と，雇用人3

人の計7人がわさび漬加工と自宅の店舗経営に従事

している。駅前の店舗は1975年に開設し叔母が，国

道沿いの店舗開設は1982年で弟が，それぞれ管理し

ている。観光化により，規模拡大がなされた事例と

いえよう。

　生食用の芋は名古屋市場へ出荷し，一部は店頭で

も販売される。わさび漬の原料となる芋は，機械な

いし手で刻まれる（せんぎり）23）。これを水洗いし

て，一晩塩漬する。これに酒粕，砂糖，茎を刻んだ

ものを加えて練る24）。夏期は3，4時間，冬期はユ

週間で辛みが強くなる。こうしてできたわさび漬は

店頭で販売されるほか，一部は浅閥温泉のみやげも

の屋・旅館に卸される。3店舗で，生芋の出荷も含

めた総売上げは約6千万円に達する。

M　穂萬町におけるわさび生産の発展と生産類型の

分化一緒びにかえて一

　穂高町におけるわさび生産の発展とその自然的，

社会的条件，ならびに存在形態を分析した結果，次

のことが明らかとなった。

　穂高町におけるわさび生産は，豊富な地下水を基

盤として，鉄道の開通，大産地である伊豆の生産低

下を通して成長してきた。しかし，ブナ帯の限界地

であることから高温による病虫害の発生が多く，ま

た，平地であることから他の土地利用との競合が生

じやすく，現在その生産は停滞気味である。

　わさびの生産形態には，わさび栽培のみ，わさび

栽培斗水稲，わさび栽培十養鱒，わさび卸。仲買，

わさび卸・仲買十店舗といった類型がみられた。こ

れら現存する類型は，時代的に分化してきたものと

考えられる。

　すなわち，わさび栽培はまず水稲作の副業として

始まった。この型は現在でも卓越しているが，それ

は，わさび田造成の適地が限定されていること，造

成費用が高価なこと，結果として，規模拡大が困難

であることに起因している。わさびの生産量の増大，

そして市場での需要の増大に伴い，わさびを集荷す

る卸・仰買人が生じてきた。市場での競争力を持つ

上でも大量出荷は必要であり，零細な栽培家が林立

する中で卸・仲買人は組織化の中心となった。さら

に，生食用として出荷できない小芋，茎を活用する

わさび漬の加工業者が，卸・仲買業者の申から分化

してきた。彼らは，穂高町の観光化の進展に伴い小

売店舗を持つようになった。これら一連の流れは，

わさびが穂高の特産物として商品化し，地場産業と

して定着してゆく発展的過程をあらわしている。

　一方，養鱒をとり入れる農家が生じとことは，わ

さび栽培に隈っていうならば，停滞的傾向を示して

いる。養鱒導入の契機は，わさびの収量低下である

が，これは，穂高町がわさび栽培の適地としては限

界地帯に相当すること，また，平地であるが故，人

口密度が高く，他の水利用，土地利用とわさび栽培

とが競合することに一因がある。観光化の進展に

よって特産物としてのわさびの価値が高まる一方

で，都市化，工業化の進展により，わさび栽培の環

境が悪化することは避けられないであろう。東京近
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郊の三鷹市大沢をはじめとして都市近郊のわさび栽

培は今や風前の灯である。類似した条件を持つ穂高

が同じ轍を踏まないためには，水利用規制など何ら

かの対策が必要であろう。

　現地調査において，穂高町のわさび生産家の方々，山葵組合の轟朝孝氏，穂高町役場商工観光課・経済課・住

民課，南安曇地方事務所，南安曇農業改良普及所，統計情報事務所松本出張所・大町出張所，長野県林務部林業

課の方々から，多大な御援助をいただきました。また本稿作成にあたり，筑波大学地球科学系の奥野隆史，斎藤

功両先生の御指導・御助言をいただきました。ここに記して感謝いたします。
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